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の比校を詳細にするまでもないとの認識があったことによる o それを申請者は根気よく 24本の伝本について調査し，
その結果として，奥書・識語の種類と，脱文 4 箇所，重複本文 2 箇所の有無とが分類判別の基準になることを発見し，
第 I 類本，第 E類本，第E類本(これはさらに a ・ b ・ c ・ d に 4 分類される)，第W類本に分類し， それぞれの特
徴を記すにいたったのである。
第三章「伝本の位置付け」では，今日 I 類本の内閣文庫本は， II 類本の彰考本とともに最善本とされてテキスト








































した上で，九条家の人々に関心を示して描いていった背景を明らかにする o 寛元四年から翌年にかけての， í宮騒動」

















巻末の「附， r弁内侍日記』中間部- 1"かしこし」の日記-J では，日記の中間部に用いられる「かしこし」の表


























位，後深草帝の即位から書き出され，建長四年までの記事を見いだす。ただ， r増鏡J に記される正元元年 (1259)
の後深草帝譲位の記述は『弁内侍日記」を用いたかとの論もあり，それならば現存本の倍近い内容を持った日記が記





























に，学界に樽益するところは大いなるものがあるであろう。なお，平成10年 2 月 18 日に本論文の公開審査を終え，学
力確認をした。このような次第で，本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に充分ふさわしい価値を有するも
のと認定する。
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